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03 Travel

ルネサンス文化発祥の地、
魅惑の花の都フィレンツェ〈イタリア〉

07 Europe Now

ヨーロッパの街から
ドイツ l ハイデルベルク「次の旅先を夢見る『ヒップ・ホテル』」

ベルギー l リール「ジンメルの天文時計がある街、リール」

チェコ l プラハ「カレル・ゼマン・ミュージアム」

スペイン l オ・グローベ「文化と美食の『フェスタ・ド・マリスコ』」

ポルトガル l コインブラ「愛の泉と涙の泉のある庭園」

ポーランド l ラチブシュ「近隣住人に人気の城のある街」

13 Wine

今月の1本
ヴァイングート・マイヤー・ネーケル・ 
シュペートブルグンダー“S”（赤）

14 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
免疫システムの強化

15 What is this?

これって何ですか？
鴨肉
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ルネサンス文化発祥の地、
魅惑の花の都フィレンツェ
世界有数の観光国、イタリアでも高い人気を誇る街、フィレンツェ。13 世紀から 18 世紀にかけて支配
していた大富豪、メディチ家の庇護の下、ルネサンス文化が花開いたこの街は、当時の雰囲気が今も残る 

“天井のない美術館”だ。その美しさから多くの映画やドラマの舞台としても使われてきたこの街を、物語 
の主人公になった気分で歩いてみよう。

フィレンツェ

Italy

1 Firenze
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イ
タ
リ
ア
の
観
光
地
の
中
で
も 

断
ト
ツ
の
人
気

国
全
体
が
見
ど
こ
ろ
に
溢
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
中
で

も
、
特
に
観
光
地
と
し
て
人
気
が
高
い
の
が
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
だ
。
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の
州
都	

で
、
ロ
ー
マ
や
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
大
都
市
か
ら
も
電
車
で

1
～
2
時
間
と
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
。
ま
た
見
ど
こ
ろ

同
士
が
あ
ま
り
離
れ
て
お
ら
ず
、
気
軽
に
街
歩
き
が
で

き
る
た
め
、
た
と
え
短
期
滞
在
で
も
予
定
に
組
み
込
む

観
光
客
は
多
い
。
2
0
1
9
年
に
は
市
内
と
郊
外
を
結

ぶ
ト
ラ
ム
ヴ
ィ
ア
（
路
面
電
車
）
が
開
通
し
、
ペ
レ
ト

ラ
空
港
と
も
つ
な
が
っ
た
の
で
、
空
港
か
ら
の
移
動
も

便
利
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
も
コ
ロ
ナ
禍

で
は
観
光
客
数
が
2
0
1
9
年
比
で
66
％
以
上
減
少

し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
最
近
で
は
以
前
の
よ
う
な
活
気

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
そ
ん
な
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
魅
力
を
改
め
て
探
っ
て
み
た
い
。

芸
術
家
た
ち
を
輩
出
し
た
街
は
、 

そ
れ
自
体
が
美
術
館

「
天
井
の
な
い
美
術
館
」
と
も
呼
ば
れ
、
街
自
体
が

芸
術
品
の
よ
う
に
美
し
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
。
1
9
8
2

年
に
中
心
部
全
体
が
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
歴
史
地
区
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
15
世
紀
ご
ろ
に
花
開
い

た
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
を
物
語
る
街
の
雰
囲
気
を
今
も
そ

の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
街
を
舞
台
に
制

作
さ
れ
た
映
画
も
多
く
、
例
え
ば
『
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
』、	

『
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
』、『
ハ
ン
ニ
バ
ル
』
と
い
っ

た
人
気
映
画
に
は
こ
の
街
の
名
所
が
象
徴
的
に
登
場
し

て
い
る
。
ま
た
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
支
配
し
て
い
た
メ
デ
ィ
チ

家
の
興
隆
を
描
い
て
、
世
界
的
に
人
気
と
な
っ
た
ド
ラ

マ
シ
リ
ー
ズ
『
メ
デ
ィ
チ
』。
作
中
に
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ト
ス
カ
ー
ナ
の
風
景
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
チ
家
は
14
世
紀
に
銀
行
家
と
し
て
台
頭
し
、

ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
顧
客
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
治

や
経
済
面
で
も
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
富
豪
一
族

だ
。
そ
の
財
力
を
活
か
し
、
15
世
紀
に
は
芸
術
家
た
ち

の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
な

ど
イ
タ
リ
ア
屈
指
の
芸
術
家
た
ち
も
、
同
家
の
庇
護
を

受
け
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
最
大

級
の
美
術
館
「
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
」
に
は
、
ボ
ッ	

テ
ィ
チ
ェ
リ
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
』
や
『
春
』、	

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
受
胎
告
知
』、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
『
聖
家
族
』
な
ど
の
傑
作
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
は
元
々
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
建
て
た
、
ト
ス
カ
ー
ナ

大
公
国
の
行
政
機
関
を
ま
と
め
た
事
務
所
だ
っ
た
（
ウ

フ
ィ
ツ
ィ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
事
務
所
」
を
意
味
す

る
）。
そ
の
後
、
同
家
の
歴
代
当
主
た
ち
に
よ
る
膨
大

な
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
め
る
た
め
に
改
装
さ

れ
、
美
術
館
と
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
チ
家
の
栄
華
が 

そ
の
ま
ま
残
る
街

そ
の
他
に
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
見
ど
こ
ろ
の
多
く

が
メ
デ
ィ
チ
家
に
由
来
す
る
。
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
に

隣
接
す
る
「
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
殿
」
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
政
庁
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
一
時
は
メ

デ
ィ
チ
家
が
住
居
と
し
て
お
り
、
権
勢
を
内
外
に
誇
示

す
る
た
め
に
巨
費
を
投
じ
て
大
改
築
を
行
っ
た
。
謎
が

多
い
と
い
わ
れ
る
こ
の
宮
殿
は
、
映
画
『
イ
ン
フ
ェ
ル

ノ
』
で
主
人
公
が
暗
号
を
解
く
き
っ
か
け
と
な
る
印
象

的
な
場
所
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ
の
前
に
あ
る

「
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
広
場
」
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
活
躍
し

た
共
和
制
政
治
に
お
け
る
中
心
地
で
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
に
よ
る
ダ
ヴ
ィ
デ
像
の
レ
プ
リ
カ
や
、
コ
ジ
モ
１
世

の
像
が
立
っ
て
い
る
。

16
世
紀
に
メ
デ
ィ
チ
家
が
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
殿
か
ら
居

を
移
し
た
先
が
「
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
」。
そ
こ
に
も
膨
大

な
美
術
品
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、現
在
は「
パ
ラ
テ
ィ
ー

ナ
美
術
館
」
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
隣
接
す

る
「
ボ
ー
ボ
リ
庭
園
」
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
た
め
に
造

ら
れ
た
約
4
万
5
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
庭
園

で
、
円
形
劇
場
や
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
の
噴
水
、
ブ
オ
ン
タ

レ
ン
テ
ィ
や
ア
ン
ナ
レ
ー
ナ
の
洞
窟
、
そ
の
他
彫
刻
類

が
点
在
す
る
、
い
わ
ば
野
外
美
術
館
だ
。

そ
の
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
と
、
ア
ル
ノ
川
の
対
岸
に
あ
る

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
を
結
ぶ
橋
が
「
ポ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ッ

キ
オ
」
だ
。
橋
に
は
屋
根
の
付
い
た
2
階
建
て
の	

「
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
回
廊
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
メ
デ
ィ
チ

家
の
人
た
ち
が
群
衆
や
雨
風
を
避
け
て
安
全
か
つ
快

適
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
造
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ

の
回
廊
が
で
き
て
以
降
、
そ
れ
ま
で
橋
の
上
に
あ
っ

た
肉
屋
や
八
百
屋
な
ど
の
店
は
全
て
退
去
さ
せ
ら
れ
、

装
飾
具
や
金
銀
細
工
を
扱
う
店
だ
け
が
残
さ
れ
た
名

残
で
、
現
在
で
も
時
計
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
扱
う
店
が

並
ん
で
い
る
。

2
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

NXNXイタリアイタリア（旧・イタリア日本通運）（旧・イタリア日本通運）

当社の引越しは

日本だけでは

ありません！

TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
www.nipponexpress.com/moving/it
NEIT-MILAN.REMOVALS@nipponexpress.com

イタリア海外引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

豊
富
な
郷
土
料
理
や
市
場
も
体
験

さ
ら
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
最
古
の
教
会
「
サ
ン
・
ロ

レ
ン
ツ
ォ
聖
堂
」
も
、
最
初
に
建
て
ら
れ
た
の
は
4
世

紀
頃
だ
が
、
メ
デ
ィ
チ
家
に
よ
っ
て
15
世
紀
に
改
装
が

施
さ
れ
た
建
物
だ
。
そ
れ
故
、
フ
ァ
サ
ー
ド
な
ど
外
観

は
質
素
で
シ
ン
プ
ル
だ
が
、
内
部
に
は
多
く
の
絵
画
が

飾
ら
れ
た
豪
華
な
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
聖
堂

に
付
属
す
る
「
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
」
は
、
メ
デ
ィ
チ

家
の
者
が
埋
葬
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、
内
部
の
「
新

聖
具
室
」
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
設
計
し
た
も
の
だ
。

ち
な
み
に
こ
の
聖
堂
付
近
に
は
常
設
の
「
サ
ン
・
ロ

レ
ン
ツ
ォ
屋
外
市
場
」
が
あ
り
、
土
産
物
屋
が
ず
ら
り

と
軒
を
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
近
く
に
あ
る
「
中

央
市
場
」
は
、
元
々
は
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど
を
売
っ
て

い
る
、
地
元
の
人
た
ち
も
買
い
物
を
す
る
よ
う
な
常

設
市
場
だ
っ
た
が
、
2
0
1
4
年
に
改
装
さ
れ
、
2
階

部
分
に
お
し
ゃ
れ
な
フ
ー
ド
コ
ー
ト
「
メ
ル
カ
ー
ト
・	

チ
ェ
ン
ト
ラ
ー
レ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
深
夜
ま
で
営

業
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
飲
食
店
か
ら
選
ん
で
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
で
気
軽
に
食
事
を
楽
し
め
る
の
で
、
観
光

客
に
も
人
気
だ
。

こ
こ
に
限
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
で
も
有
数
の
食
ど
こ

ろ
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ト
ス
カ
ー
ナ
で
味
わ
え
る
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
料
理
は
、
ぜ
ひ
堪
能
し
て
ほ
し
い
。「
ビ
ス

テ
ッ
カ
・
ア
ッ
ラ
・
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナ
（
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
風
Ｔ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
）」
や
、「
ト
リ
ッ

パ
」、「
ラ
ン
プ
レ
ド
ッ
ト
」
と
い
っ
た
臓
物
料
理
な	

ど
、
肉
料
理
を
中
心
に
名
物
料
理
が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
固
く
な
っ
た
パ
ン
を
無
駄
に
し
な
い
知

恵
か
ら
生
ま
れ
た
「
リ
ボ
ッ
リ
ー
タ
（
パ
ン
と
野
菜
の

ス
ー
プ
）」
や
、「
パ
ッ
パ
・
ア
ル
・
ポ
モ
ド
ー
ロ
（
ト

マ
ト
入
り
パ
ン
粥
）」、
イ
ノ
シ
シ
や
ウ
サ
ギ
の
肉
を
煮

込
ん
だ
ソ
ー
ス
で
食
べ
る
「
パ
ッ
パ
ル
デ
ッ
レ
（
幅
広

い
手
打
ち
パ
ス
タ
）」
や
「
ピ
ー
チ
（
太
め
の
ス
パ
ゲ

テ
ィ
）」
も
有
名
だ
。
秋
に
は
ポ
ル
チ
ー
ニ
茸
を
試
す

の
も
お
忘
れ
な
く
。

街
の
シ
ン
ボ
ル
、 

ド
ゥ
オ
モ
の
楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ

も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
チ
家
由
来
の
場
所
以
外
に
も
見

ど
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
ず
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
「
ド
ゥ
オ
モ
（
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
大
聖
堂
）」。
13
世
紀
末
に

着
工
し
、
完
成
ま
で
1
4
0
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
完

成
し
た
晩
期
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
お
よ
び
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス

建
築
を
代
表
す
る
建
造
物
だ
。
こ
の
ド
ゥ
オ
モ
の
ク
ー

ポ
ラ
（
丸
天
井
）
は
、
映
画
『
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
』

で
、
主
人
公
の
カ
ッ
プ
ル
が
10
年
後
に
会
う
約
束
を
し
、

別
れ
た
後
に
再
会
す
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
場
所
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
が
、
実
は
高
さ
約
1
1
6
メ
ー
ト
ル

の
ク
ー
ポ
ラ
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
4
6
3
段

の
階
段
を
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
な
り
の
体
力

が
必
要
だ
。
ま
た
そ
の
後
ろ
に
は
高
さ
約
84
メ
ー
ト
ル

の
「
ジ
ョ
ッ
ト
の
鐘
楼
」
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
上
に
行

く
た
め
に
は
4
1
4
段
の
階
段
が
待
っ
て
い
る
。

上
る
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

ド
ゥ
オ
モ
の
全
景
を
見
た
い
と
い
う
場
合
は
、「
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
広
場
」
に
行
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ

と
頑
張
れ
ば
街
の
中
心
か
ら
歩
い
て
も
行
け
る
高
台
に

あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
街
が
一
望
で
き

る
。
中
央
に
立
つ
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
よ
る
ダ
ヴ
ィ
デ

像
の
レ
プ
リ
カ
が
目
印
だ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
「
ア
カ
デ
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1 ドゥオモのクーポラ部分まで階段で上がれる　2 路面電車は空港にも直結　3 サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖
堂　4 おしゃれなフードコート、メルカート・チェントラーレは中央市場という意味　5 ミケランジェロ広場から見た街
の景色　6 牛の第四胃の煮込みと野菜をパンに挟んだランプレドット　写真：1 © Visit Florence（www.visitflorence.
com）、2・4・5・6 © Comune di Firenze（www.feelflorence.it）、3 © Pexels Maria Orlova
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ミ
ア
美
術
館
」
に
あ
る
）。
あ
る
い
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
広
場
か
ら
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
「
サ
ン
・
ミ

ニ
ア
ー
ト
・
ア
ル
・
モ
ン
テ
教
会
」
か
ら
の
眺
め
も
お

勧
め
だ
。
こ
ち
ら
の
方
が
人
も
少
な
く
、
ま
た
教
会
自

体
も
華
や
か
な
モ
ザ
イ
ク
や
フ
レ
ス
コ
で
飾
ら
れ
て
お

り
、
と
て
も
美
し
い
。

ま
た
、「
ザ
・
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
・
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー

ル
ホ
テ
ル
」
の
「
セ
ス
ト
・
オ
ン
・
ア
ル
ノ
」
や
「
グ

ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
・
バ
リ
オ
ー
ニ
」
の
「
ビ
ー
ル
ー
フ
」

な
ど
ホ
テ
ル
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
バ
ー
や
、
デ
パ
ー
ト	

「
リ
ナ
シ
ェ
ン
テ
」
の
屋
上
カ
フ
ェ
「
ラ
・
テ
ラ
ッ
ツ
ァ
」

な
ど
か
ら
、
ド
リ
ン
ク
片
手
に
ド
ゥ
オ
モ
を
眺
め
る
の

も
一
興
だ
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
活
躍
す
る 

日
本
人
職
人
た
ち

最
後
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
日

本
人
の
職
人
を
2
名
紹
介
し
た
い
。

一
人
は
、「
サ
ル
ト
リ
ア
・
コ
ル
コ
ス
」
の
経
営
者

で
あ
る
仕
立
て
職
人
、
宮
平
康
太
郎
氏
。
2
0
0
4
年

に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
渡
り
、
そ
れ
以
来
イ
タ
リ
ア
の
名

仕
立
て
職
人
た
ち
の
下
で
修
業
を
積
み
、
2
0
1
1
年

に
独
立
。
今
や
世
界
中
の
し
ゃ
れ
者
が
注
目
す
る
仕

立
て
職
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
も
う
一
人
は
ビ

ス
ポ
ー
ク
靴
の
ブ
ラ
ン
ド
「
イ
ル
・
ミ
ー
チ
ョ
」
を

1
9
9
9
年
に
立
ち
上
げ
、
靴
職
人
と
し
て
活
躍
す

る
深
谷
秀
隆
氏
。
全
て
の
工
程
が
手
作
業
に
よ
る
完
全

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
靴
は
、
ど
れ
も
美
し
く
一
生
も
の

と
し
て
使
え
る
逸
品
で
、
世
界
中
に
顧
客
を
持
つ
。

な
か
な
か
外
出
が
叶
わ
な
か
っ
た
長
い
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
ま
た
旅
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
安
定

し
た
魅
力
で
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
、
や

は
り
一
度
は
訪
れ
た
い
街
の
一

つ
だ
。	

（
田
中	

美
貴
）

● フィレンツェ観光局 
www.feelflorence.it

● Visit Florence 
www.visitflorence.com

● サルトリア・コルコス 
www.sartoriacorcos.com

● イル・ミーチョ 
https://ilmicio.com

79 8

10

7 ミケランジェロ広場の目印でもあるレプリカのダヴィデ像　8 サルトリア・コルコスの宮平康太郎氏　9 イル・ミーチョの深谷秀隆氏　10 アルノ川にかかる
屋根の付いた橋、ポンテ・ヴェッキオ　写真：7 © pxfuel.com、8 宮平氏提供、9 深谷氏提供、10 © Comune di Firenze（www.feelflorence.it）
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255-707-491
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Email. NEDE-HEAR.LINER@nipponexpress.com   www.nipponexpress.com/moving/de NXドイツ
（旧・ドイツ日本通運）

古
城
と
大
学
の
街
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
。
旧
市
街
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
カ	

ー
や
学
生
牢
、
ア
ル
テ
橋
や
教
会
と

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
密
集
し
て
い
る
。

せ
っ
か
く
来
た
か
ら
に
は
、
1
泊
し

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
の
古
城

を
眺
め
た
り
、「
哲
学
の
道
」
を
散

策
し
た
り
と
、
街
の
魅
力
を
ゆ
っ
く

り
満
喫
し
た
い
人
も
多
い
は
ず
。
そ

ん
な
と
き
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

旧
市
街
中
心
部
の
本
通
り
と
い
う
好

立
地
に
あ
る
「
ヒ
ッ
プ
・
ホ
テ
ル
」。

徒
歩
圏
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
土
産

店
、
ス
ー
パ
ー
が
多
数
あ
り
、
夜
の

外
出
に
も
困
ら
な
い
。
通
り
は
一
般

車
両
進
入
禁
止
の
た
め
、
静
か
な
室

内
で
心
地
よ
く
眠
り
疲
れ
を
リ
セ
ッ

ト
で
き
る
。

当
ホ
テ
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、27	

部
屋
全
て
が
国
際
都
市
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
装
飾
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
ま
ず
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
横
の
都
市
名
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、	

客
室
へ
。
部
屋
に
入
る
と
、
ま
る
で
東	

京
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ジ
ー
島

や
カ
イ
ロ
に
到
着
し
た
気
分
。
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
な
が
ら
異
国
を
旅

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
大
好
評
だ
。

「
ア
イ
デ
ア
は
旅
行
中
に
思
い
つ

き
、
完
成
ま
で
約
3
年
か
か
っ
た
。

築
2
5
0
年
の
歴
史
的
建
造
物
の
改

装
中
に
現
地
へ
出
向
い
て
都
市
の
象

徴
や
雰
囲
気
を
把
握
し
、
客
室
の
装

飾
に
反
映
し
た
」
と
語
る
ホ
テ
ル
オ	

ー
ナ
ー
。
ど
の
部
屋
に
な
る
か
は
到

着
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。
今
夜

は
メ
キ
シ
コ
？	
そ
れ
と
も
オ
ラ
ン

ダ
？	

時
差
な
し
の
ユ
ニ
ー
ク
な
旅

に
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
間
違
い
な

し
。（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル	
典
子
）

［ ドイツ ● ハイデルベルク ］

客室のテーマは世界の街！

次の旅先を夢見る「ヒップ・ホテル」

Germany

INFORMATION
ヒップ・ホテル 
Hip Hotel
Hauptstraße 115 69117 Heidelberg 
+49 (0)6221 / 20 879 
https://dehip.hip-hotel.de

1 ハイデルベルク城
からわずか800メー
トルほどの好立地に
あ る 四 つ 星 の ヒ ッ
プ・ホテル　2 ドア
を開けると、そこは
もうマラケシュ。（部
屋の希望がある場合
は、事前予約時に相 
談も可）　3 エレベー 
ターでは旅先の地名

（部屋名）ボタンを押
す　写真：© noriko-  
spitznagel

3 2 1
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お問い合わせは下記までどうぞ

街
並
み
が
似
て
い
る
た
め
「
ブ

ル
ー
ジ
ュ
の
妹
」
と
称
さ
れ
る
リ
ー

ル
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
か
ら
電
車
で
約

15
分
の
静
か
な
古
都
だ
。
北
フ
ラ
ン

ス
の
リ
ー
ル
と
同
じ
発
音
な
の
で
間	

違
え
な
い
よ
う
に
。
中
世
か
ら
羊
毛

産
業
で
繁
栄
し
た
こ
の
街
は
、
ネ
ー

テ
川
が
描
く
い
び
つ
な
円
に
囲
ま
れ
、	

小
ネ
ー
テ
の
運
河
に
二
分
さ
れ
る
。

聖
グ
ル
マ
ス
教
会
は
、
1
4
9
6

年
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
カ
ー
ル

5
世
の
両
親
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
」

と
「
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
の
フ
ァ
ナ
」
の

結
婚
式
が
挙
げ
ら
れ
、
カ
ー
ル
5
世

の
祖
父
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
が
3
枚
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
寄
贈
し
た
こ
と

で
有
名
な
、
由
緒
あ
る
教
会
だ
。

街
の
中
心
は
駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ

ど
の
マ
ル
ク
ト
広
場
。
中
央
に
あ
る

市
庁
舎
（
観
光
局
も
入
っ
て
い
る
）

は
、
窓
に
3
千
9
百
枚
の
ガ
ラ
ス
が

使
わ
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
14
世
紀

建
造
の
鐘
楼
は
、「
ベ
ル
ギ
ー
と
フ

ラ
ン
ス
の
鐘
楼
群
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
ル
イ
ス
・
ジ
ン

メ
ル
作
の
天
文
時
計
「
ジ
ン
メ
ル
の

塔
」。
大
時
計
の
文
字
盤
の
上
下
に
月

と
地
球
が
配
置
さ
れ
、
左
右
5
つ
ず

つ
の
文
字
盤
が
暦
を
示
し
、「
潮
の
満

ち
干
」「
月
齢
」
な
ど
、
天
体
の
運
行	

が
引
き
起
こ
す
現
象
を
表
し
て
い

る
。
絵
画
好
き
に
は
「
ウ
イ
ト
ヴ
ァ

ン
・
カ
ン
ペ
ン
美
術
館
」
が
お
勧
め
。

小
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
や
ル
ー
ベ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
絵
画
も
あ
る
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
お
供
に
は
、
4

種
類
の
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た
名
物
の

タ
ル
ト
レ
ッ
ト
「
ヴ
ラ
イ
ク
」
は
い

か
が
だ
ろ
う
。	

（
宮
崎	
真
紀
）

［ ベルギー ● リール ］

20 世紀最大の発明

ジンメルの天文時計がある街、リール

INFORMATION
リール観光局 
Visit Lier
www.visitlier.be
注：聖グルマス教会は大改装中のため、 
見られない箇所もあるので、 
事前にウェブサイトで要チェック 

（2022 年 7 月現在）

Belgium1 情緒あるこぢんまりしたリールの街　2 ジンメルの塔　
3 300 年の伝統を持つタルトレット、ヴライク　4 カー
ル 5 世の祖父が寄贈したステンドグラスでも知られる聖
グルマス教会　写真：© MakiMiyazaki

124
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オランダ税関からも認められました。

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック

1
9
2
0
年
代
か
ら
多
く
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
生
み
出
し
て

き
た
ア
ニ
メ
大
国
チ
ェ
コ
ら
し
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、
首
都
プ
ラ
ハ
に

あ
る
。
イ
ジ
ー
・
ト
ゥ
ル
ン
カ
、
ヤ

ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ク
マ
イ
エ
ル
ら
と

並
ぶ
チ
ェ
コ
を
代
表
す
る
ア
ニ
メ
作

家
、
特
撮
の
先
駆
者
カ
レ
ル
・
ゼ
マ

ン
（
1
9
1
0
～
1
9
8
9
）

を

記
念
し
て
造
ら
れ
た
「
カ
レ
ル
・
ゼ

マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
だ
。

チ
ェ
コ
の
ア
ニ
メ
は
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
か
ら
ホ
ラ
ー
、
シ
ュ
ー
ル
な
も

の
ま
で
多
彩
を
極
め
る
が
、
ゼ
マ
ン

が
最
も
得
意
と
し
た
分
野
は
サ
イ
エ

ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｆ
）
だ
っ

た
。
代
表
作
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｓ
Ｆ

作
家
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
空
想

冒
険
小
説
を
下
敷
き
に
し
た
『
悪
魔

の
発
明
』
と
『
盗
ま
れ
た
飛
行
船
』。

ア
ニ
メ
と
実
写
を
組
み
合
わ
せ
た
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
映
像
が
実
に
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
現
代
の
Ｃ
Ｇ
に
は

出
せ
な
い
無
邪
気
な
ワ
ク
ワ
ク
感
に

満
ち
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
ゼ
マ
ン
の
映

画
セ
ッ
ト
そ
の
も
の
の
よ
う
な
空
間

で
、
写
真
撮
影
も
可
能
。
あ
ち
こ
ち

に
配
さ
れ
た
奇
妙
な
乗
り
物
や
背
景

画
を
使
っ
て
、
誰
も
が
独
自
の
Ｓ
Ｆ

シ
ー
ン
を
創
り
上
げ
、
自
由
に
写
真

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
空
飛
ぶ

バ
イ
ク
に
乗
っ
た
り
、
不
思
議
な
機

械
を
操
作
し
た
り
す
る
う
ち
に
、
大

人
ま
で
童
心
に
帰
り
、
撮
影
に
の
め

り
込
ん
で
し
ま
う
。

ア
ニ
メ
シ
ー
ン
に
お
け
る
ゼ
マ
ン

の
業
績
を
時
系
列
で
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
る
展
示
も
あ
る
の
で
、
そ
ち

ら
も
お
見
逃
し
な
く
。（
清
水	

晶
子
）

［ チェコ ● プラハ ］

チェコ・アニメの巨匠ゼマンの世界へ

カレル・ゼマン・ミュージアム 

INFORMATION
カレル・ゼマン・ミュージアム 

Karel Zeman Museum
Saská 3 118 00 Prague 1 Malá Strana 

+420 724 341 091 
https://karelzemanmuseum.org

時間：土～木 10:00 - 19:00、金 10:00 - 20:00 
休：12 月 24・25・31 日、1 月 1 日 

料金：大人 250CZK、子ども・学生・シニア 160CZK、家族 490CZK 
身長 1 メートル以下の子ども無料

Czech
1 ゼマン作品の上映室。ビクトリアン・ファッションと SF 映画の組
み合わせは、スチームパンク・ファンが好みそうな設定　2 海底を探
険する気分で潜水艦を操縦　3 空飛ぶバイクに乗る子どもたち　4 
ミュージアムはプラハの観光地の中心、カレル橋のたもとにある　写
真：1・4 © Akiko Shimizu、2・3 © Karel Zeman Museum

2
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イ
ベ
リ
ア
半
島
北
西
端
に
位
置
す

る
ガ
リ
シ
ア
州
オ
・
グ
ロ
ー
ベ
で
は
、

毎
年
10
月
12
日
前
後
に
「
フ
ェ
ス
タ
・

ド
・
マ
リ
ス
コ
（
シ
ー
フ
ー
ド
祭
り
）」

が
開
催
さ
れ
る
。
大
西
洋
岸
に
リ
ア

ス
式
海
岸
が
続
く
こ
の
地
域
は
養
殖

業
が
盛
ん
で
、
海
岸
一
帯
で
養
殖
さ

れ
て
い
る
良
質
な
ム
ー
ル
貝
や
ホ
タ

テ
貝
、
カ
キ
で
名
高
い
。
イ
ワ
シ
や

サ
バ
、
シ
タ
ビ
ラ
メ
、
タ
ー
ボ
ッ
ト
、

ス
ズ
キ
、
タ
イ
と
い
っ
た
多
様
な
魚

介
類
が
獲
れ
る
好
漁
場
で
、
豊
か
な

魚
食
文
化
を
有
す
る
。

毎
年
2
0
0
万
人
以
上
の
観
光
客

が
訪
れ
、
2
0
1
3
年
に
は
国
内
観

光
名
物
に
指
定
さ
れ
た
こ
の
祭
り
だ

が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
1
9
6
3
年

に
開
か
れ
た
さ
さ
や
か
な
見
本
市
。

80
年
代
に
「
シ
ー
フ
ー
ド
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
の
愛
称
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
街
の
発
展
を
支
え
る
経
済

の
二
大
柱
「
漁
業
と
観
光
」
の
さ
ら

な
る
促
進
を
目
的
と
し
て
「
文
化
と

美
食
の
イ
ベ
ン
ト
」
に
発
展
さ
せ
た
。

今
で
は
傑
出
し
た
魚
食
文
化
を
堪
能

で
き
る
こ
と
に
加
え
、
ガ
リ
シ
ア
地

方
の
民
族
舞
踊
や
伝
統
音
楽
、
市
民

参
加
の
ム
ー
ル
貝
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
い
っ
た
幅
広

い
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
め
る
、
唯
一
無

二
の
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。

開
催
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
売
店
が

並
び
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
お
手
頃
価

格
で
購
入
で
き
る
。
港
全
体
を
使
っ

た
会
場
で
新
鮮
な
魚
介
類
や
珍
味
を

味
わ
い
尽
く
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ガ

リ
シ
ア
固
有
の
ブ
ド
ウ
品
種
ア
ル
バ

リ
ー
ニ
ョ
で
造
ら
れ
る
白
ワ
イ
ン
と

の
組
み
合
わ
せ
も
満
喫
し
た
い
。

	

（
大
田	

朋
子
）

［ スペイン ● オ・グローベ ］

海の幸とアルバリーニョで楽しむ

文化と美食の「フェスタ・ド・マリスコ」

INFORMATION
フェスタ・ド・マリスコ・オ・グローベ 

La Festa do Marisco de O Grove
https://turismoriasbaixas.com

期間：2022 年10 月 6 日～10 月16 日 
料金：入場無料

Spain 1 ガリシア地方の伝統衣装は赤や黒を基調にしたものが多い　2 太っ腹なサイズ
で売られるボイルしたエビやカニ　3 伝統料理「タコのガリシア風」とザル貝　4 
皆で取り分けて食べるグースネック、マテ貝、ムール貝のクリームコロッケなど　
写真：© Concello do Grove

3 2

1

4
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europe  now ヨーロッパの街から

Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店  TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店  TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはNXスペイン（旧・スペイン日通）バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130

Portugal

［ ポルトガル ● コインブラ ］

ペドロ王子と女官イネスの悲恋を伝える

愛の泉と涙の泉のある庭園

INFORMATION
愛の泉と涙の泉のある庭園 
Jardins da Quinta das Lagrimas
Quinta das Lágrimas（ホテル内） 
Rua Antonio Augusto Goncalves, Coimbra, 3040241 
+351 239 802 380 
www.quintadaslagrimas.pt
時間：2022 年 3 月16 日～11月15 日 火～日 10:00 – 19:00
2022 年 11 月16 日～ 2023 年 3 月15 日 木～日 10:00 – 17:00 
料金：2.5€（ホテル宿泊客は無料）

23

フ
ァ
ド
の
女
王
ア
マ
リ
ア
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
の
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
春
』
に

も
歌
わ
れ
る
「
愛
の
泉
」
は
、
コ
イ

ン
ブ
ラ
の
「
涙
の
館
（
現
在
は
ホ
テ

ル
に
な
っ
て
い
る
）」
に
あ
る
。
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
こ
の
名
は
14
世
紀
半

ば
の
ペ
ド
ロ
王
子
と
イ
ネ
ス
の
悲
恋

物
語
に
ち
な
み
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は

小
学
校
の
歴
史
授
業
で
学
ぶ
。

大
国
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
レ
オ
ン

に
隣
接
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
友
好
政

策
に
心
を
砕
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

国
王
の
計
ら
い
で
王
位
継
承
者
の
ペ

ド
ロ
王
子
に
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
か
ら

コ
ン
ス
タ
ン
サ
姫
を
迎
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
当
の
王
子
は
姫
に
仕
え
る
美

し
い
女
官
イ
ネ
ス
に
心
を
奪
わ
れ
て

し
ま
う
。
2
人
が
逢
瀬
を
重
ね
た
の

が
涙
の
館
の
愛
の
泉
、
国
家
安
泰
の

た
め
父
王
が
送
っ
た
刺
客
に
よ
り
イ

ネ
ス
が
命
を
落
と
し
た
の
が
「
涙
の

泉
」
で
、
王
家
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の

象
徴
と
も
い
え
る
場
所
だ
。

国
王
ペ
ド
ロ
1
世
と
な
っ
た
王
子

は
墓
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
イ
ネ
ス
の

遺
体
に
冠
を
授
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

妃
と
認
め
る
儀
式
を
行
う
。
ア
ル
コ

バ
ッ
サ
修
道
院
に
は
、
2
人
が
蘇
っ

た
と
き
最
初
に
目
に
す
る
の
が
お
互

い
の
顔
で
あ
る
よ
う
に
と
の
王
の
遺

言
に
よ
り
、
石
棺
が
向
か
い
合
っ
て

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
後
日
談
は
愛

を
貫
い
た
王
の
狂
気
的
と
も
い
え
る

性
格
を
物
語
る
。
ち
な
み
に
イ
ネ
ス

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
歴
史
に
お
い
て
王

妃
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

中
世
の
悲
恋
が
生
ん
だ
2
つ
の
泉

を
見
学
し
た
後
は
森
を
散
策
し
、
涙

の
館
ホ
テ
ル
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
ん
で
は
い
か
が
。	

（
Ｃ
・
Ｓ	
優
子
）

1 愛の泉はロマネスク様式で造られたアーチ門のすぐ横に　2 涙の泉。底
の赤い藻はイネスの涙だという　3 涙の館ホテル　4 園内の涙の館ホテル
ではティータイムを楽しめる　写真：© C.S. 優子

2 1

3

4
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europe  now ヨーロッパの街から

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

NXトルコ（旧・トルコ日通）

www.nipponexpress.com/moving/tr

Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15,  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey
T : +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
E : NETR-Removal.Istanbul.Mail.Group@nipponexpress.com

国
内
2
大
河
川
の
一
つ
、
オ
ド

ラ
川
の
ふ
も
と
に
あ
る
ラ
チ
ブ
シ
ュ

は
、
12
世
紀
初
頭
に
は
歴
史
に
登
場

し
て
い
た
古
い
街
だ
。
13
世
紀
に
こ

の
街
に
建
て
ら
れ
た
城
は
、
幾
度
も

戦
禍
や
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
が

そ
の
た
び
に
修
築
さ
れ
て
き
た
。

城
内
見
学
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で

の
み
可
能
だ
が
、
展
示
物
も
多
い

の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

中
で
も
17
世
紀
に
刻
ま
れ
た
と
い

う
城
内
の
壁
の
落
書
き
（
当
時
は
ス

プ
レ
ー
で
な
く
ナ
イ
フ
で
削
っ
た
）

は
見
も
の
だ
。
こ
の
城
で
は
、
川

を
挟
ん
で
向
か
い
に
位
置
す
る
街

に
か
つ
て
あ
っ
た
教
会
へ
の
地
下

街
道
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
敵
の

侵
攻
の
際
、
住
民
が
城
壁
内
へ
避

難
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
そ
う

だ
が
、
現
在
は
一
部
が
崩
れ
落
ち
、

通
行
不
可
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
城
の
一
角
に
は
16
世
紀
半
ば

に
造
ら
れ
た
ビ
ー
ル
醸
造
所
も
あ

る
。
現
在
は
週
末
限
定
で
一
般
公
開

さ
れ
、
城
の
中
庭
で
試
飲
で
き
る
。

城
を
見
学
し
た
後
は
、
川
向
こ

う
の
街
中
を
散
策
す
る
の
も
良
い
。

リ
ネ
ッ
ク
（
市
場
）
を
中
心
に
地

元
の
小
売
店
が
軒
を
並
べ
て
お
り
、

見
て
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
め
る
。
必

見
の
博
物
館
は
、
か
つ
て
の
ド
ミ
ニ

コ
会
教
会
や
修
道
院
の
中
に
あ
り
、

一
部
は
元
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

展
示
の
内
容
も
、
民
具
や
本
物
の

ミ
イ
ラ
が
鎮
座
す
る
エ
ジ
プ
ト
展
、

歯
科
用
具
の
歴
史
展
な
ど
幅
広
く

飽
き
さ
せ
な
い
。
最
後
は
リ
ネ
ッ

ク
脇
に
あ
る
2
つ
の
教
会
で
、
思

う
存
分
宗
教
美
術
を
堪
能
し
た
い
。

	

（
ソ
ル
ネ
ク
流	

由
樹
）

INFORMATION
ラチブシュの城 

Zamek piastowski w Racibórz
ul. Zamkowa 2 47-400 Racibórz 

+48 32 414 02 33 
www.zamekpiastowski.pl

時間：夏季 10:00 – 18:00、冬季 9:00 – 16:00 
ガイドツアーの所要時間は約 1 時間 

休：1 月 1 日、復活祭、11 月 1 日、12 月 24・25 日 
料金：大人12zł、小人 8zł

Poland

［ ポーランド ● ラチブシュ ］

かつての要塞都市から憩いの街へ

近隣住人に人気の城のある街

1 かつてのドミニコ会教会は現
在、博物館となっている　2 リ
ネック横の最上級ゴシック様式
で建てられたドミニコ会教会は
必見　3 動かすと水害が起きる
との言い伝えがあるリネックの
柱　4 博物館の入り口は見つけ
にくいので要注意　写真：© ソル 
ネク流由樹

1234
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＜開講コース＞

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～中３ 【受験コース】 国語・算数/数学・英語・理科・社会
中３～高３ 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
オプション 小６向け難関中対策英語・算数、中学生向け難関高対策
 英語英検対策（２級、準１級、１級）
その他 【英語個別指導コース】 インター校の英語ほか教科指導

実施日： ９月７日（水）
実施詳細は、ホームページにてご確認ください。

＜体験授業も受付中＞
 期間： ９月５日（月）～９月１１日（日）

後期コース説明会実施！

欧州生向けオンラインコース開講中！
帰国枠入試に合わせた充実したコース設定

アール地方は、ワイン産地としては世界最北のエリア

に入るドイツの最北端に位置しています（北緯50度）。

国内最小の生産地の一つで、ボンの西南部アイフェル山脈

にあるアール渓谷を激しく蛇行して流れるアール川（ライ

ン川の支流、全長89キロ）の中・下流域に、約24キロ

続きます。冷涼な気候ですが、渓谷は狭くて熱が溜まりや

すいため、スレート（粘板岩）土壌が昼間に備蓄した太陽

熱を夜間に放出することで、ブドウの生育を助けています。

ここでは赤ワインを主に生産しており（84％）、主要

品種は赤用のシュペートブルグンダー、別名ピノ・ノワー

ル。このブドウの故郷はブルゴーニュ地方ですが、ドイ

ツの方が日照時間が短いため、フランス産より色の淡い

ワインとなることが多いようです。

今回ご紹介するのは、デルナウ村にある家族経営の小

さなワイナリー、マイヤー・ネーケル。1982 年に教職

を離れて先代の事業を継いだヴェルナー・ネーケル氏は、

それまで補糖をする甘口スタイルが一般的だったこの地

方に、ゆっくり醸しバリック（オークの小樽）熟成させ

るタンニンの効いた辛口スタイルを取り入れた、先駆者

的存在。標高 100 ～ 120 メートルの南向き急斜面に、

特級畑を含む約18ヘクタールを所有（シュぺートブルグ

ンダー 75％）、現在は 5代目となる娘のドルテさんとマ

イケさんも経営に参加しています。一家にとってワイン

造りは人生そのもの。エレガントで緊張感がありミネラ

ルにも富み、アール地方のテロワールをそのまま瓶詰め

したような、厳かで誇り高いワインを生み出しています。

色合いは、レンガ色を帯びた深いガーネット。バラの

甘く芳しい香りの中に、イチゴジャムや甘草、穏やかな

オークの風味がきれいに溶け込んでいます。温かみのあ

る柔らかい土に、湿った落ち葉。ドライハーブやスパイ

スも。口に含むとまず、熟したクランベリーのヴィヴィッ

ドな酸味が弾け、それをダークチョコレートのタンニン

が優しく包み込んでいく。大地の奥深くから抽出された

エキスのようなセイボリー感が、味わいに滋味深さを与

え、凛として真っ直ぐなストラクチャーには、躍動感の

あるアルコールが奥行きを与えています。地中どこまで

も深く根を伸ばしていくようなその余韻に、この土地と

このワインの、深い絆を感じずにはいられません。

大変高品質となった 2015年もの（56€）は、落ち着

いていて今とてもきれいですが、あと 2～ 3年キープし

てみてもよいでしょう。	 （鈴木	かづみ）

Weingut Meyer-Näkel Spätburgunder “S”
ヴァイングート・マイヤー・ネーケル・シュペートブルグンダー“S”（赤）

【生産地】
ドイツ・アール地方

【ブドウの品種】
シュペートブルグンダー100%

【ワインひとくちメモ】
2021 年 7 月 14 日から 15 日
にかけて発生したアール川の大
洪水に、川沿いの醸造所はあっ
という間に飲み込まれました。
マイヤー・ネーケルでも、醸造
設備、樽、ボトル、車、全てが
失われました。再建の見通しは
不透明でしたが、多くの支援に
より、どの醸造所も少しずつ前
に進んでいます。アール地方の
醸造所への支援は下記まで：
www.vdp.de/en/the-eagle-
helps-ahr



なるほど！
ヘルシーライフ

H e a r t l i n e r  C l u b  •  14

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

充実した異文化交流プログラム
地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学
研修、UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science 
Workshop、年3回のHome stay、現地校短期留学など。

急な海外赴任の場合には、編入学についていつでもご相談下さい。

Guildford Road, Rudgwick, West Sussex RH12 3BE
 Tel: +44(0)1403 822 107  Email: eikoku@rikkyo.uk

詳しくはHPをご覧下さい。www.rikkyo.co.uk

イギリスで学ぶ
50th Anniversary
様々な文化交流活動を通して
歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

10月16日 (日)

展示内容・プログラム等
詳細は本校HP

OPEN DAY（学校祭）

50周年記念コンサート
11月5日 (土)

Queen Elizabeth Hall, London
チケット予約等
詳細は本校HP

〈学校説明会情報〉 2022年9月11日（日） 立教英国学院学校説明会 14：00～16：00 TKP ガーデンシティ竹橋（予約制）
 2022年9月18日（日） 塾全協 私立中高進学相談会 11：00～15：30 新宿NSビル

〈入試情報〉 2022年度1月編入 (10月16日実施)： 小5･6、中1･2、高1･2若干名、願書受付 9月16日～9月29日
 2023年度入学 〈A日程〉 (12月11日実施)： 中学部1年約10名、高等部1年約20名、願書受付 11月4日～11月24日

＊詳細は本校ホームページをご覧ください。

Vol.39

健康度を定期的に点検
健康の定義は人によって多少見解が異なりますが、確かなのは	

「病気のない状態」が必ずしも「健康」とは限らないことです。も

ちろん、大きな目安となるのは病気のない状態ですが、病気でなく

ても何かしらの症状を患うケースは少なくありません。各機能が正

常に働いていても、不調を感じる人もいます。では、何が健康の要

素となるのでしょう。現在病気と診断されている症状の大半は、ス

トレスに起因すると理解されていますが、WHOの定義によると、

心身共にバランスが整い、社会的に問題なく機能する状態にあるこ

とも健康の要素に含まれています。まずは不調のない状態を目指	

し、さらに全てが良好になれば理想的です。

丈夫で健康的な免疫システムとは
免疫システムは全体の約 70％が腸に集中しています。腸内には

各種の細菌類が生息し、善玉菌として知られる細菌類が腸の健康を

支えています。すなわち、腸内細菌のバランスが崩れていたり、悪

玉菌による感染が進行すると、免疫システムに負担がかかるという

ことです。免疫システムは防御システムとして存在し、外敵から身

を守る機能を持つため、それが正常に働かなくなると感染症や自己

免疫疾患、さらには発がんの可能性を高めることも考えられます。

そのため、日頃から腸内環境を整えておくことは、免疫システムの

みならず、全体の健康をサポートするパワフ

ルな健康法といえるでしょう。

免疫力強化に有効なこと
体内と消化管内を隔てる腸内壁は、適度の粘膜で保護されている

状態が理想的です。感染症や環境汚染、乳化剤、アルコールや塩分の

摂りすぎ、心理的なストレスや炎症などにより、この粘膜層が薄く

なると腸内壁は傷みやすくなります。粘膜強化に有効なことを取り

入れると同時に、痛める原因を減すことが対策となります。善玉菌

は、人間が消化できない繊維質を分解して腸細胞の健康に必要な栄

養素を作るので、食事で繊維質をしっかり摂取することも有効です。

日光は、体内でビタミンD合成を促し腸の健康をサポートする

と同時に、セロトニン値を上げて脳の健康も促進するので、夏の間

に積極的に適度な日光浴を取り入れることも大切です。定期的に海

や山などで自然に浸る時間を作ることも有効ですが、特に針葉樹の

森で清々しい香りを楽しむ森林浴がお勧めです。陽が差さない日に

は、コメディ映画やお笑い番組などで大

笑いしても免疫力を強化できるので、ぜ

ひ取り入れてみてください。思い切り笑

い飛ばせば、風邪を引き寄せない冬を過

ごせるかもしれません。

免疫システムの強化
元気に冬を過ごすには、丈夫な免疫システムが必要です。

年に1回以上風邪を引く人、また回復に1週間以上かかる人は、
風邪を引く前に予防対策と免疫力の強化を試みてはいかがでしょう。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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各言語での名称

古代エジプトでは聖鳥とされていた鴨が食用になったのはローマ時代。中国の宮

廷料理だった北京ダックやトゥール・ダルジャンの番号付き仔鴨料理など、高級な

イメージをまとっているが、実は調理しやすく便利な食材だ。和食、中華、フレン

チなど幅広く浸透している。栄養価が高く、血中のコレステロール値を下げる不飽

和脂肪酸やビタミンB2をふんだんに含むのが特徴だ。

厚切りの胸肉：脂肪の付いた皮の方からバター焼きにして余分な脂を取り

除く。甘酸っぱいソースによく合うので、蜂蜜とオレンジ果汁やバルサミコ酢、赤

ワインとベリー類を煮詰めたり、コニャックやマデール酒を流し込み、フランベ＊	

すると立派なご馳走になる（＊火を通した食材に香りを移すためにリキュールなどのお酒を

振って火を付けること）。

薄切りの胸肉：長ネギ、キノコなどと鴨鍋にしたり、しょう油、みりん、酒、砂糖

で下味を付けて鴨南蛮にしたり、味噌に一晩漬けて網焼きにするとよい。

骨つきのもも肉：カブなどの根菜と煮込ん

だり、コンフィにするのが最適。コンフィ

は脂と共にじっくりと煮込んで缶詰にした

ものもある。脂ごと鍋で温め、その脂を利

用してジャガイモのソテーなどの付け合わ

せを作るとよい。

ホームパーティーや特別な日のメイン

ディッシュは、丸ごとローストしたものが

喜ばれそうだ。ハーブや香辛料を工夫すれ

ば、インパクトが増し、お祝い事に華を添

えてくれるに違いない。	 （魚住	桜子）

Duck
【 鴨肉 】

イタリア語	 anatra

オランダ語	 eend

スペイン語	 pato

チェコ語	 kachna

トルコ語	 ördek

ドイツ語	 ente

ハンガリー語	 kacsa

フランス語	 canard

ポーランド語	 kaczka

ポルトガル語	 pato

調理法

写真：©	La	Tour	d’Argent



■ イギリス（国番号 +44）/ アイルランド
 ロンドン &グラスゴー、ダブリン

 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
 マンチェスター ••••••• (0)161-436-7500
 ニューカッスル ••••••• (0)191-519-7950
 イーストミッドランド

 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■ イタリア（+39）
 ミラノ •••••••••••••••••••••••••02-21698-972

■ オランダ（+31）
 アムステルダム ••••••• (0)20-5005200
■ スイス（+41）
 チューリッヒ •••••••••••• (0)44-836-9966
 ジュネーブ •••••••••••••••• (0)22-929-0310
■ ドイツ（+49）
 デュッセルドルフ •••(0)211-90495-0
 フランクフルト &シュトゥットガルト

 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584
 ハンブルグ •••••••••••••••• (0)40-73112-194
 ミュンヘン •••••••••••••••• (0)89-37426-353
■ オーストリア（+43）
 ウィーン ••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35411

■ フランス（+33）
 パリ ••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350
■ ベルギー（+32） / ルクセンブルグ
 ブリュッセル •••••••••••• (0)2-7517814/5
■ スペイン（+34）
 マドリッド ••••••••••••••••91-748-0862
 バルセロナ ••••••••••••••••93-552-2986
■ ポルトガル（+351）
 リスボン •••••••••••••••••••••21-842-9520
■ ハンガリー（+36）
 ブタペスト •••••••••••••••• (0)29-553-807
■ チェコ（+420）
プラハ •••••••••••••••••••••••••255-707-491

■ ポーランド（+48）
ワルシャワ •••••••••••••••• (0)22-878-3208

■ ケニア（+254）
 ナイロビ ••••••••••••••••••••• (0)20-4938310

■ トルコ（+90）
イスタンブール ••••••• (0)212-465-6934

■ アラブ首長国連邦（+971）
ドバイ ••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

■ ロシア（+7）
モスクワ ••••••••••••••••••••• (0)495-609-6023
サンクトペテルブルグ
 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)812-335-7626

引越のご用命は
次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、NX（旧・日通）に
お任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。NXは、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も
NXグループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本のNXグループの引越専任スタッフ
が責任を持って配達いたします。
東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど
作業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任
せください。

きめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に
先立ちNXがご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外
から送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。

私
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お
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第
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す
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